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訓子府町議会　平成２５年 ５月 １日


町内２会場に町民４０名が出席！！
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　４月１６日・１７日の２日間、公民館と日ノ出地区ふれあいセンターを
会場に、本町議会初の試みとして「議会報告会」を開催いたしました。

　出席された町民の方からの意見・要望などを紹介します。
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◆質疑①：旧訓子府駅周辺整備事業について、整備内容は確定なのか。

回答：町から示されたマスタープランに基づき、進められることで決定されました。

◆質疑②：舗装修繕整備事業について、南１２線を舗装修繕するとのことだが、どの程度補修されるのか。部分的なものなのか、全面か。

回答：３００万円で路面調査を実施し、その調査に基づき補修を行います。

◆質疑③：町道南１２線沿い（若葉町から穂波間）の用水路のフェンスについて、修理予定は。

回答：担当部署に確認し、回答いたします。担当部署は、土地改良区（農林商工課）であり、申し入れをいたします。

◆質疑④：駅舎の横に道路が完成するが、交通安全対策が十分図られるのか。時速30キロに制限しても事故が起こらないとは言えない。十分な安全対策を図ってほしい。また、車道と歩道の段差はどれぐらいか。

回答：安全対策については、町長から十分な対策を図るとの回答を得ています。今後議会としてもしっかりとチェックしていきます。車道と歩道の段差については再度、確認し回答いたします。

《確認の結果》２.５ｍの歩道が両側に設置
され、車道と歩道の区切りとして、15ｃｍの縁石が設置されます。

◆質疑⑤：児童センターが開設され、外構工事を今年実施するが、一日も早く工事を終らせてほしい。

回答：旧児童生活館は、雪解け後、解体する予定です。

◆質疑⑥：まちづくりパワーアップ特別対策事業のコミュニティー施設整備で、ゴミステーションの塗装を行いたいが、現行の補助基準の１０万円では該当しない。補助基準を下げることはできないか。

回答：議会でも検討させていただき、町に対し提案してきたいと思います。

◆質疑⑦：火災が起きた時、現状ではどこが出火場所かわからない。町内会連協でも
なんとかできないかとの話しがある。
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回答：通信の一元化により、通報は北見の本部でキャッチし、そこから発令される状況となっているが、場所の公表は個人情報など様々なことが壁になっています。消防支署に経過などを確認いたします。
《確認の結果》通信の一元化に伴い、組合内（１市２町）の対応がすべて統一されました。

◆質疑⑧：町内商店の活性化について、議会としてどのように考えているか。

回答：議会においても商工会と意見交換を行うなど連携を密にし、これから解決の糸

口が見いだせるよう進めてまいります。

◆質疑⑨：本町の人口が3,000人規模となったら、今の財政規模を維持できるのか、議会でも論議されていない。役場では検討されているかと思うが公にはされていない。

　また、将来どうなるのか、いかに厳しい現実となるかを町民に知らせるべきであり、知らせることが議会の役割では。

回答：現状では、議会として検討はされてはいません。

◆質疑⑩：高齢者の寄り合い場などに役場庁舎を町民に開放することはできないか。

回答：議会として、十分に検討してまいりたいと思います。

提　言：うららの運動するところについて、PR少ないと感じている。型にはまらず、個人でも使用できることをもっとPRする必要がある。

◆質疑⑪：高齢者の買い物支援として、町の中に町営住宅を建てることはできないのか。

回答：議会として具体的に議論した経過はありませんが、これからの課題として検討

してまいります。

◆質疑⑫：独居の高齢者について、同意が得られれば空いている公営住宅を利用するなどして、総合的に見守りしてもらえるような制度を作ってほしい。

回答：議会としても検討してまいりたいと思います。

◆質疑⑬：ＪＡ女性部と議会との意見交換会でも出ていたが、訓子府町にもハローワークのような窓口がほしい。農家で忙しい時期に依頼したいとの要望もある。

回答：ＪＡとの連携も必要であるが、議会でも検討してまいります。

◆質疑⑭：議会報告会の今後の予定は。
回答：現任期中は、継続していきたいと思っています。

提　言：町の活性化や人口の推移、年齢構成などの状況を踏まえ、これからの町づくりに向け、身の丈にあったものを考えていく必要がある。議員全員で出向き、個人の意見を参考にしながら進めてほしい。町民の意見を参考に町政に活かしてほしい。

◆質疑⑮：除雪担当の臨時職員の雇用期間について、業務に支障ないような体制が必要ではないか。緊急時に対応できる体制が必要。
回答：担当部署に確認します。

《確認の結果》除雪担当の臨時職員は、それぞれ期間をずらして休業期間を設定　　　　　しています。
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◆質疑①：路線バス高齢者利用支援事業・高齢者ハイヤー利用サービス事業の利用状況は。

回答：≪平成２４年度の利用状況を報告いたしました≫

また、老連と議会との意見交換会では、非常に助かっているとの意見をいただいています。

◆質疑②：駅舎の周辺整備はどうなったのか。
回答：町から示されたマスタープランに基づき、進められることで決定されました。

◆質疑③：町を守るための消防団員が不足しているが、団員の募集について議会として協力はできないか。

回答：議会から選任されている消防議員と消防団との意見交換を検討してまいります。

◆質疑④：災害対応について毎回、同じ河川で被害がでている。特に日出では水上川が毎年のように北見土地改良区の用水路に土砂が流れ込む。中長期的な計画による解

決策を考えてほしい。
回答：担当部署を交え、現地も含め詳細を調査することといたします。



◆質疑⑤：畑総事業などでは流末処理が課題となっている。上流部は排水が良くなるが。事業の中で排水路などの改修を入れるなど、大枠の中で対処してもらえるよう議

会として提案してもらいたい。
回答：できるところから実施してもらえるよう、引き続き要請していきます。

◆質疑⑥：実践会の総会で舗装の要請を上げたが、設立委員会が必要との意見があっ
た。立ち上げなくても実施してもらえるのか。

回答：設立委員会なくても要望は可能と思いますが、地域の調整が必要と考えます。
◆質疑⑦：資料のこれからのまちづくりについての「高齢者や障がい者などの弱者対策」について、議会の考え方は。

回答：資料に表記した項目は、これからまちの課題になるだろうという項目について皆さんのご意見などお聞かせいただきたいと思い掲載いたしました。

◆質疑⑧：寄付金は何に使われているのか。

回答：使途が指定されているものは、指定寄付金として基金に積み立てます。また、寄付の内容については、議会だよりにも掲載しています。

◆質疑⑨：独居の高齢者がいるが、ボタンを押し救急車につながるようなものないか。

回答：一定の条件はありますが、緊急通報システムというものがあり、希望者に装置

を貸付けています。福祉保健課が担当になるので相談してください。

◆質疑⑩：緊急通報システムも非常時の対応が大変だと聞く。また、日出のような地域の場合、近所に頼みたくても高齢の一人暮らしや空き家が多い。申し込みたいが近所に協力してくれる人がいないため、簡素化してほしい。

回答：緊急通報システムの対応は、札幌の業者に委託していますが、原則３名の協力員が必要です。協力員の簡素化については、議会内でも改善できるよう検討してまいります。

◆質疑⑪：TPPに対する議会としての対策及び道内の状況は。

回答：以前に、議会が臨時会の招集を要求
し、意見書の採択を行い関係機関に送付し
ています。その後、今回の請願も含め２回にわたり意見書を採択しております。

また、全道議長会においてもＴＰＰ反対の決議をしています。
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　議会の長年の懸案事項でありました「議会報告会」を４月１６日・１７日の２日間にわたり開催し、多くの町民の方々のご出席をいただき、厚くお礼申し上げます。

　議会報告会の中で、町民の皆様と議会とが意見交換をさせていただき、議員個々においても様々な形で刺激を受けるとともに、全体でも議会の活性化に大きく貢献したと感じています。

　皆様からいただきましたご意見やご提言などについては、今後の議会活動の中で十分に議論を行い、町政に意見反映させていくこととし、また、その内容についても行政に伝えました。
　次年度以降も引き続き開催してまいりますので、多くの方々のご出席をお願い申し上げ議会からのお礼とさせていただきます。

　誠にありがとうございました。
　　　　　　訓子府町議会

　　　　　　　　議　長　　橋本　憲治　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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